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主  論  文 
 
 
Clinical and computed tomography characteristics of non-small cell lung cancer 
with ALK gene rearrangement: Comparison with EGFR mutation and 
ALK/EGFR-negative lung cancer 
 
ALK 陽性非小細胞肺癌の臨床所見および CT 所見 

















療成績を収めている。ALK 遺伝子再構成や EGFR 遺伝子変異の診断は、侵襲的に得られ
た生検や手術検体を用いて行われるため、臨床所見および CT 所見により可能性を推
定することは重要である。 
本研究では、ALK 遺伝子再構成陽性の肺癌（以下、ALK 肺癌）の臨床所見および CT





 ALK 遺伝子再構成と EGFR 遺伝子変異の両方の分子検査を受けた原発性非小細胞肺








癌、EGFR 肺癌、ALK/EGFR 陰性肺癌の３群間を比較し統計的解析を行った。 
手術を施行した 91 例については、病理診断専門医が組織型を評価した。 
 
 
結   果 
ALK 肺癌は臨床的に、有意に女性に多く（P = 0.0043 対 ALK/EGFR 陰性肺癌）、より
若年で（P = 0.0156 対 EGFR 肺癌）、喫煙歴は少なかった（P = 0.0039 対 ALK/EGFR
陰性肺癌）。 EGFR 肺癌と比較した CT 所見の特徴は、より大きく（P = 0.0155）充実
性腫瘤で（P = 0.0048）、腫瘤内部のエアブロンコグラムは少なかった（P = 0.0148）。
主病変はより中枢性に見られ（P = 0.0322）、リンパ節腫大を伴うことが多かった（P 
= 0.0353）。背景肺の気腫は、ALK/EGFR 陰性肺癌より有意に少ない頻度であった（P = 
0.0135）。 
病理学的には、ALK 肺癌は solid type が最も多く（25%）、lepidic type および 
minimally invasive adenocarcinoma は見られなかった。 
 
 
考   察 
 本研究において ALK 肺癌は、喫煙歴の少ない若年女性で発症する頻度が高かった。 


















 本研究で得られた ALK 肺癌の臨床所見および CT 所見の特徴を踏まえ、臨床医は遺
伝子異常の診断結果の整合性を検討することができ、結果として患者に最も効果的な
薬剤の使用機会を逃さないこととなり得る。 
